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民
家
を
た
ず
ね

て5九

~ 

崎

-邑

板
屋
般
に
石
を
の
せ
疋
、
切
妻
造
り
の
家
万
立
ち
悼
w

d
pJ

、
ヲ，、

b
、い

裏
山
か
ら
刊
の
樋
で
引
い
だ
水
ガ
ど
ん
ど
ん
漏
れ
山

る
包
ハ
同
作
業
場
。

ひ
だ
ら
作
り
の
戸
ネ
サ
J
R
ち
の
力
ン
百円い
声
刀
市

鑓
司
る
中
で
．

タ
ラ
ガ
手
き
ぼ
き
も
鮮
や
か
じ
処
理
さ
れ
て
ゆ
J

－む

生
き
の
よ

ιヲ
ラ
を
篭
に
入
れ
、
T
T

ム砕
持
で
・川
ぺ
－rr

で
威
努
よ
く
柑
を
出
て
ゆ
く
女
疋
ち
《

酒
か
ら一一

つ
だ
ジ
イ
サ
マ
疋
ち
の
ヲ
ミ
声
刀
、
町
ヘ

ヲ
ラ
売
り
に
行
／＼女
だ
ち
を
景
気
づ
け
る
内

浜
に
は
ヨ
シ
ズ
ガ
拍
べ
ら
れ
、
タ
ラ
ガ
槙
揮
の
ふ
う

に
妨
べ
吃
さ
れ
る
。

こ
ん
怠
風
景
刀
、
ガ
つ
て
の
宮
崎
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ

っ
定
。

遭
い
琶
の
話
も
、
そ
の
風
物
詩
も
共
巳
静
か
に
語
つ

て
く
れ
る
家
刀
、

わ
ず
か
叡
軒
の
家
ガ
舎
も
、
こ
の
宮
崎
に
残
っ
て

い
る。

唱

lnuqu
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［：：士］
新
年
度
予
算
は

財
政
の
能
率
的
な
運
営
と

公
共
事
業
の
積
極
的
推
進
を

生

活

の

上

向

を
目
標
に
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景

気

固

の

復

社
会
資
本
の
充
実

ひ

今
日
に
お
け
る
異
例
な
同
の
符
師
、
財
政
の
環
境
は
地
方
自
治
の
運
営
に
も
大
川

一
ぎ
な
彫
容
を
及
ぼ
し
地
方
自
治
は
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
試
練
の
中
に
立
川

川
た
さ
れ
て
お
り
、
あ
ら
た
め
て
点
任
の
軍
大
さ
と
深
刻
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
て
お

川

町
り
ま
す
。

一

新
年
度
予
算
案
は
、

国
・
川
町
の
財
政
計
姻
の
観
点
に
配
意
し
つ
つ
、
独
自
の
経

川

…
慣
例
的
自
然
的
な
諸
条
件
を
ふ
ま
え
て
、
生
活
の
向
上
、
景
気
の
回
復
、
社
会
資
本
川

仙
の
充
実
を
期
す
た
め
、

公
共
事
業
の
全
而
的
受
入
れ
を
は
か
り
ま
し
た
。
と
の
た
川

川
め
予
算
規
模
は
昨
年
に
比
し
：
・
十

日
制
れ
強
の
伸
び
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
川

山

一
β
こ
れ
に
製
す
る
財
源
と
し
て
、
町
税
の
増
収
を
火
き
く
臼
見
込
む
乙
と
は
で
川

山
き
ま
せ
ん
。
し
た
が

っ
て
乙
の
た
め
の
財
源
と
し
て
起
伯
仲
状
び
に
資
金
借
入
れ
を
川

…
大
崎
に
納
額
す
る
と
と
も
に
、
特
別
交
付
税
を
当
初
予
算
と
し
て
汁
上
し
ま
し
川

川
た
。
ζ

の
際
、
臨
時
典
例
の
借
置
と
し
て
や
む
を
得
な
い
措
置
か
と
作
じ
ま
す
。

t

叩
綜
常
的
経
質
に
つ
い
て
は
極
力
川
崎
加
を
捌
制
し
職
員
数
に
つ
い
て
も
、
病
院
、

川

川
消
防
署
な
ど
特
殊
な
部
門
に
つ
い
て
の
み
地
員
を
み
る
と
と
に
し
て
い
ま
す
。

l

M

し
か
し
一
般
財
顕
の
確
保
に
つ
い
て
は
お
の
ず
か
ら
限
界
が
ゐ
り
、
こ
の
た
め

川

…
轡
会
を
と
ら
え
て
交
付
税
率
の
引
き
上
げ
、
地
方
税
の
見
睡
し
な
ど
、
地
方
財
源

川

山
の
充
実
強
化
、
補
助
体
系
の
改
正
な
ど
の
抜
本
的
対
策
を
国

・
以
に
対
し
て
働
き

川

刷
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

川

蜘
つ
ぎ
に
予
拝
編
成
の
基
本
的
な
課
題
で
あ
り
ま
す
阿
つ
の
村
に
つ
い
て
、
そ
の
川

…
帽
概
要
を
巾
し
の
べ
ま
す
。

四
つ
の
基
本
的
施
策
を
引
き
続
き
推
進
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生
活
環
境
の
整
備

人
口
構
造
の
老
齢
化
、
疾
病
構
造
の
変

化
な
ど
に
よ
り
、
社
会
的
経
済
的
に
弱
い

立
湯
に
あ
る
人
々
に
対
す
る
福
祉
施
策
の

霞
要
性
が
高
ま
り
つ
つ
あ
る
と
き
、
個
人

個
人
の
健
康
と
福
祉
を
確
保
し
向
上
さ
せ

得
る
環
腐
と
諸
条
件
を
継
続
的
に
確
立
す

る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

乙
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、

生
涯
を
通
じ

た
健
康
づ
く
り
の
基
盤
の
幣
備
と
啓
器
普

及
を
強
く
推
進
し
、
す
べ
て
の
町
民
が
健

康
で
長
生
き
で
き
る
諸
条
件
を
つ
く
り
だ

す
こ
と
を
第

一
遂
に
、
幼
児
か
ら
老
人
に

い
た
る
ま
で
、
あ
た
た
か
い
手
を
さ
し
の

べ
る
脳
策
の
鉱
充
を
は
か
り
ま
す
。

ま
た
、
美
し
い
住
み
よ
い
生
活
環
協喝を

作
る
た
め
、
安
定
し
た
水
質
甑
確
保
の
た

め
の
施
策
と
、

m加
し
つ
つ
あ
る
生
活
路

棄
物
な
ど
を
適
確
に
処
理
す
る
乙
と
に
つ

い
て

一一
闘
の
充
実
を
は
か
つ
て
ま
い
り
た

い
と
存
じ
ま
す
。

さ
ら
に
、
日
常
生
活
闘
の
鉱
大
と
尚
速

化
社
会
に
対
処
す
る
に
は
道
路
の
務
備
が

町
の
軍
要
な
責
務
で
あ
り
ま
す
。

都
市
計

阿
街
路
移
築
、

ス
ー
パ
ー
良
道
、
境
バ
イ

パ
ス
等
、
幹
線
道
路
の
門下
期
完
成
、
ま
た

笹
川
ト
ン
ネ
W
の
改
良
、
小
川
織
歩
道
織

の
架
設
、
娘
道
禾
改
良
区
間
の
改
良
、
舗

装
促
進
、
交
通
安
全
施
設
の
充
突
、
加
え

て
北
陸
自
動
車
道
の
早
期
完
成
等
の
重
要

な
事
業
に
は
、

関
係
方
面
の
協
力
を
得
て

強
刀
に
縫
進
い
た
し
ま
す
。

ま
た
、
永
年
の
懸
楽
で
あ
り
ま
す
町
道

の
路
線
認
定
替
え
を
行
な
い
、
主
要
泊
路

の
改
良
、
舗
装
事
業
を
大
幅
に
進
め
る
所

存
で
ゐ
り
ま
す
。

教
育
条
件
の
整
備

学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
和
的

な
国
家
及
び
社
会
の
形
成
者
と
し
て
、

真

理
と
正
義
を
愛
す
る
人
間
を
育
成
す
る
こ

と
は
教
育
の
目
的
で
あ
り
、
激
励
す
る
社

会
情
勢
に
対
叫
し
な
が
ら
、
川
出
力
に
出

む
豊
か
な
人
間
性
を
育
て
る
こ
と
が
肢
も

肝
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。
こ
の
た
め
の

教
育
環
境
を
一
時
も
ゆ
る
が
せ
に
で
き
ま

せ
ん
。

学
校
統
合
に
つ
き
ま
し
て
は
、
抗
．
一
次

学
校
教
育
都
備
審
議
会
の
答
申
は
側
め
て

妥
当
な
線
と
の
前
提
に
た
ち
、
そ
の
実
現

を
期
す
る
た
め
の
調
査
研
究
に
つ
い
て
配

意
し
た
い
と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、

社
会
教
門
に
つ
会
ま
し
て
は
、

生
涯
教
育
の
中
核
と
な
る
公
凶
館
前
動
の

重
要
性
を
痛
感
し
、
そ
の
光
災
発
肢
を
阿

る
と
と
も
に
、
地
獄
住
民
と
の
新
し
い
連

帯
を
つ
く
り
学
習
へ
の
参
加
を
促
進
す
る

た
め
、

社
会
教
育
団
体
の
地
域
活
動
事
業

を
実
施
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
不
動
堂
遺

跡
の
保
存
対
策
と
し
て
、
史
跡
公
闘
と
し

て
の
終
備
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「
町
民
ひ
と
り

一
メ
ポ
l

ツ
」
の
け
棋

を
ふ
ま
え
、
体
育
、

ス
ポ
ー
ツ
の
定
泊

他、

生
前
化
を
は
か
る
た
め
、
指
得
控
助

体
制
の
充
実
、
社
A
E体
育
施
設
の
戦
備
と

そ
の
活
用
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
の
育
成
強

化
を
重
点
施
策
と
し
て
、
町
民
の
要
求
が

十
分
反
映
す
る
よ
う
進
め
る
所
存
で
ゐ
り

ま
す
。産

業
基
盤
の
整
備

長
期
に
わ
た
る
厳
し
い
不
況
か
ら
脱
し

得
な
い
経
済
情
勢
の
山
中
で
、
産
業
の
振
興

噌

l
n
u
n
u寸

に
与
え
る
恐
影
響
は
益
々
明
大
し
、
さ
ま

ざ
ま
な
ゆ
が
み
が
現
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
新
年
度
は
、
米
の
需

給
均
衡
佑
対
策
の
一
環
と
し
て
実
施
さ
れ

る
水
田
利
用
再
編
対
策
は
、
水
稲
郎
作
地

帯
と
し
て
意
に
即
し
な
い
施
策
と
は
い
え

総
合
的
な
食
樹
需
給
率
の
向
上
を
は
か
る

こ
と
を
謀
本
と
し
て
お
り
、
食
管
法
を
確

保
す
る
と
い
う
農
民
的
立
掛
か
ら
も
他
の

緩
興
施
策
と
相
関
連
さ
せ
つ
つ
出
家
の
毘

解
と
協
力
を
得
て
推
進
い
た
し
た
い
と
存

じ
ま
す
。

ま
た
、
農
業
の
生
産
怠
艇
で
あ
る
ほ
場

獲
備
事
業
は
、
新
年
度
で
お
お
む
ね
完
了

す
る
乙
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
農
村

生
活
環
境
猿
備
に
つ
い
て
は
、
今
後
長
村

総
合
償
問
附
毛
デ
山
y
w申
業
の
充
実
に
一
段
の

努
力
を
い
た
し
た
い
と
劣
え
て
お
り
ま

す。
林
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
林
道
事
業
を

す
す
め
、
林
業
経
営
活
動
範
聞
の
甚
大
と

近
代
佑
、
ま
た
観
先
開
発
と
の

一
体
的
な

繋
備
を
は
か
り
、
さ
ら
に
今
年
度
を
ス
タ

ー
ト
と
し
四
カ
年
の
継
続
で
第
二
次
総
業

情
造
改
普
事
業
に
諸
手
し
ま
す
。

水
産
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
漁
港
の
鉱

光
撚
備
と
船
出
陣
漁
業
制
地
改
管
事
業
等
を

促
進
し
ま
す
。

中
小
企
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
不
況
下

に
お
け
る
中
小
商
工
業
経
由
の
改
穫
、
融

資
制
度
の
革
充
と
造
成
剖
闘
最
終
年
度
を

迎
え
る
鍛
工
業
団
地
の
育
成
を
ば
か
り
、

商
工一

体
的
な
街
づ
く
り
を
す
す
め
ま

す。
観
光
に
つ
き
ま
し
て
は
、
海
、
野
、
山

を
通
じ
、
本
町
特
有
の
自
然
妓
観
を
生
か

し
つ
つ
、旧対
立
自
然
公
園
の
盤
備
と
昨
年

か
ら
実
施
し
て
ま
い
り
ま
し
た
「
あ
さ
ひ

国
民
休
養
地
」
の
整
備
を
促
進
し
ま
す
。

(2) 



郷
土
の
保
全

昭和 53軍 4 月 I0円
月刊〈毎月 I0日発 Ir)

町
民
の
生
命
と
財
産
を
水
、
火
災
mw、

あ
ら
ゆ
る
災
山
苦
か
ら
ま
も
る
こ
と
は
以
・
も

重
要
な
乙
と
で
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て

一

層
の
対
策
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
。

消
防
に
つ
き
ま
し
て
は
、
逐
年
出
慨
能
の

充
実
強
化
に
つ
と
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
が
、
基
幹
施
設
た
る
消
防
庁
舎
の

建
設
を
は
じ
め
、
近
代
的
な
消
防
機
能
、

救
急
業
務
の
格
備
を
閃
っ
て
ま
い
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

ま
た
、

交
通
安
全
の
対
策
に
つ
き
ま
し

で
も
安
全
思
想
の
普
及
徹
底
、
安
全
施
設

の
盤
備
等
、
交
通
安
全
体
制
の
確
丘
を
図

り
、
安
全
で
平
和
な
生
活
の
維
持
に
つ
と

め
た
い
と
考
え
ま
す
。

さ
ら
に
、
海
岸
保
全
に
つ
き
ま
し
て
は

侵
食
防
止
を
は
か
る
と
と
も
に
汀
線
を
前

進
さ
せ
る
た
め
の
灘
岸
堤
の
築
造
舷
充
に

つ
い
て
も
、

関
係
当
局
に
強
く
要
請
し
て

ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
昭
和
四
十
六
年
か
ら
今
日
ま

で
継
続
的
に
基
礎
調
査
が
進
め
ら
れ
て
お

り
ま
し
た
朝
日
小
川
〆
ム
が
、
新
年
度
か

ら
一
部
着
工
の
段
暗
に
入
り
ま
す
が
、
治

水
の
点
で
滋
め
て
期
待
す
る
と
ζ

ろ
大
で

あ
る
の
み
な
ら
ず
利
水
に
つ
き
ま
し
て
も

今
後
重
大
な
関
心
を
よ
せ
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
。

（
乙
の
施
政
方
針
は
、
昭
和
五
十
三
年

第
一
固
定
例
町
議
会
に
お
い
て
町
長
が
、

所
信
の
一
端
と
し
て
発
友
し
た
も
の
を
要

約
し
た
も
の
で
す
）
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｜

通
勤
・
通
学

aー
ー

朝
日
町
に
お
け
る
国
勢
調
査
の
通
勤

・

通
学
者
人
口
の
鮎
朱
を

お
知
ら
せ
し
ま

す。
ζ

れ
は
常
任
地
か
ら
通
勤

・
通
学
地
へ

行
く
人
の
日
々
の
移
動
状
況
、
川
間
人
川

な
ど
の
災
態
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で

す
。朝

日
町
の
常
住
人
川
は

一
九、

O
八
一一一

人
で
、
今
度
の
結
集
に
よ
る
と
、
通
勤
・通

学
者
の
流
入
人
口
は
八
八
九
人
（
内
、
通

勤
者
六
五
七
人
、通
学
者
二
一二
二
人
）流
出

入
口
は
二
、八

一
五
人
（
内
、
通
勤
者
二
、
三

六
三
人
、
通
学
者
四
五
二
人
〉
で

一
、
九

二
六
人
の
超
過
流
出
と
な
っ
て
い
ま
す
。

昭
和
四
十
五
年
因
調
は
川
市
住
人
口

↑

九、

一一一一一

人、

流
入
人
日
七

O
九
人
、

流
出
人
口
二
、
五．

一
人
で
て
八

O
一二

人
の
超
過
流
出
で
、

M
．閥
人
口
は

一
七
、

五
O
九
人
で
し
た
。

常
住
人
口
で
こ
二
八
人
（

一
・
二
折
）

の
減
少
で
す
が
、
府
間
人
口
で
は
三
五
二

人

公
了
一

訂
）
で
、
今
．体
的
に
M
．
間
人

nの
減
少
す
る
傾
向
に
あ
り
、
町
外
か
ら

の
通
勤

・
通
学
者
よ
り
も
町
外
へ
の
通
勤

．
通
学
者
が
相
え
て
き
て
い
ま
す
。

流
入
・
流
出
入
日

本
町
は
、
お
お
む
ね
す
べ
て
の
市
町
に

対
し
、
流
出
入
口
が
流
入
人
口
を
上
回
っ

て
お
り
、
特
に
富
山
市
と
黒
部
市
に
対
し

て
は
、
て
一
一
九
九
人
の
流
出
に
対
し
て

流
入
は
わ
ず
か
八
八
人
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。

そ
の
差

一
、
一
一
一一

人
は
、
本
町
の
流

出
趨
過
人
口
、

一
、
九
・
パ
ハ
人
の
六
二
・

九炉
引を十日
め
て
い
ま
す
。

図3.産蝶別流入人口（15才以上）
口日町への流入人

｛，.，ゆ内 犠外

叙’（（， ·~＇日9 '"' ..’r r; z目 m ? 
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図4.産喋別流出入口（15才以上）
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3
月
同
日

ち
昭
和
臼
年
度
予
算
な
ど

訂

お

議

案

を

可

決

＜

一
般
会
計
予
算
額
は
二
十
九
億
七
千
万
円

川

昭
和
五
＋
＝
一
年
第
二
回
剖
朝
日
町
園
田
会
定
例
会
は
、
＝
一
月
九
日
か
ら
＋
八
日
玄
で

川

b

会
期
を
＋
日
間
と
し
て
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

川

l

本
定
例
会
で
は
、
昭
和
五
十
＝
一
年
度
朝
日
町
一
般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
条
例

山

川
の
制
定
、
－
g
改
正
な
ど
ニ
＋
五
議
案
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
審
議
さ
れ
可
決
さ
れ

仙

川
ま
し
た
。

川

剛

ま
た
、
隊
員
岨
提
出
鼠
案
一

一件
に
つ
い
て
も
可
決
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
か
、
筒
願
、

川

棚
陳
情
十
件
に
つ
い
て
は
、篠
沢
六
件
、継
続
審
査
四
件
の
決
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
川

携 27 2 11 ひさあ

3
月
9
日

報

3
月
間
日

広

3
月
日
日

3
月
ロ
日

3
月
日
日

3
月
H
日

3
月
白
日

3
月
刊
日

3
月
日
日

あ
ら
ま
し

審

議

日

程

開
会
（
会
期
決
定

・
町
長
提

楽
理
由
説
別
）

本
会
議

（議
案
説
川
〉

本
会
議

（様
策
川崎明
〉

f本
会

本
会
臓
〈
質
疑
・
一
般
質
問
）

本
会
滋

（
－
般
質
問
）

文
教
厚
生
委
員
会

文
教
厚
ル
任
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

総
務
委
員
会

本
会
議

〈
委
員
長
報
告

・
慣

脱
・
対
沿

・
ぃ火決）

可
決
さ
杓
芝
も
の

〈
昭
和
問
年
度
予
算
〉

’支

計

A
S
A
 

－
朝
日
町
．
般
会
計
予
符
（
て
九
億
七
千

三
一
二
．力門）

特

別

計

~』
:ix-

－
朝
日
町
国
民
健
版
保
険
特
別
会
計
予
算

〈
五
億
四
千

一
七
三
万
七
千
円
）

・
朝
日
町
国
民
健
康
保
険
診
療
施
設
特
別

会
計
予
算

（
彼
川
診
僚
所

一
千

一
四
三

万
六
千
円
／
宮
崎
診
療
所
五
七
七
万
七

平
円
／
廃
珍
療
所

一
dl
・h
八
七
万
一
千

円〉
・
明
日
町
聞
い
例
水
道
特
別
会
川
F
算
（

一

キ
二
回
八
万
四
千
円
〉

．
朝
包
町
南
保
外
二
地
区
用
水
特
別
会
計

予
鍔

（二
八
九
万
六
千
円
）

－
朝
日
町
加
藤
奨
学
資
金
特
別
会
計
予
算

（
一二
万
七
千
円
）

~ .u:.. 

業

会

計

－
朝
円
町
立
泊
病
院
山
中
業
会
汁

ιjn
（
一

一
倍
九
平
九
二
冗
万
六
千
円
〉

〈
昭
和
臼
年
度
補
正
予
算
〉

－
明
円
町
一
般
会
計
補
正
予
算
／
第
百
号

（
補
正
額

一
千
三
二
九
万
一
平
円）

・
朝
円
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正

予
算
（
補
正
額

一
千

一
じ
一
万
九
千
円）

．
明
円
町
簡
易
水
道
特
別
会
社
補
正
予
算

（補
正
樹
、
減
額

－一

万
円
）

条

傍リ

一
部
改
正
の
も
の

－
朝
日
町
特
別
会
計
に
関
す
る
条
例

－
朝
円
町
各
種
委
員
会
委
員
等
の
報
酬
及

び
費
用
弁
償
支
給
条
例

－
朝
日
町
消
防
団
条
例

－
似
日
町
峨
U
定
数
条
例

．
朝
日
町
税
条
例

・
朝
日
町
付
波
念
ゅ
う
い
巾
使
川
に
閲
す
る

条
例

－
朝
日
町
簡
易
水
道
条
例

制
定
し
た
も
の

－
朝
日
町
袋
村
公
凶
志
位
条
例

そ

の

他

－
新
線
七
地
改
良
市
F

業
計
州
を
定
め
る
件

・
問
和
日
年
度
青
年
学
級
附
設
の
件

．
出叶
付
採
納
の
件

・
朝
日
町
固
定
資
産
評
価
審
査
蚕
凸
会
の

委
員
を
選
任
す
る
た
め
向
感
を
求
め
る

必
H〈

議
員
提
出
議
案
〉

－M
依
兵
総
完
全
禁
止
に
関
す
る
立
川刈
山内h

u

－－
 

請
願
・
陳
情

採
択
に
な
っ
た
も
の

マ
清
水
町

t
凶
町
間
道
路
の
町
泊
認
定
に

つ
い
て

マ
社
会
福
祉
施
ぷ
の
僧
説
紘
允
に
つ
い
て

V
防
犯
灯
の
設
位
に
つ
い
て

円

v
御
子
の
出
必
と
間
um水
泊
激
泣
仁
引
の

施
行
に
つ
い
て

マ
沌
川
及
び
金
剛
川
の
防
災

iw並
び
に

観
光
施
設
工
事
の
施
行
に
つ
い
て

マ
小
更
地
内
農
道
の
改
良
と
町
道
へ
の
格

上
げ
に
つ
い
て

継
続
審
査
に
芯
つ
だ
も
の

マ
療
術
の
制
度
化
阻
止
及
び
進
法
行
ね
の

取
締
り
強
化
に
つ
い
て

マ
療
術
の
制
度
化
促
進
に
関
す
る
脇
山
方

に
つ
い
て

マ
し
尿
汲
取
の
遜
正
料
金
に
つ
い
て

マ
松
涛
町
内
道
路
の
改
・以
仁
事
の
純
行
に

つ
い
て

h

常
任
委
員
長
報
告
よ
り
司

総

務

委

員

会

(4) 

付
託
由
来
件
に
つ
い
て
は
、げ
似
由
来
ど
お
り

可
決
と
決
定
し
、
簿
登
の
過
引
に
お
い
て

①
基
斡
集
終
セ
ン
タ
ー
及
び
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
の
浴
場
利
用
に
つ
い
て
は
、

前
場

業
者
と
の
凶
係
を
十
分
与
慮
す
べ
き
で
あ

る
ζ

と
。
①
老
人
制
批
世
話
の
基
本
料
金

公
費
白
抑
制
度
に
つ
い
て
は
、
ぶ
均
衝
が

ぺ
じ
な
い
よ
う
検

n
e．決
す
る
。
①
刑
判

げ
合
法
謹
の
で
期
に
つ
い
て
は
十
分
配
意

さ
れ
た
い
こ
と
な
ど
可決
引
が
あ
っ
た
。

文
教
厚
生
委
員
会

付
託
後
件
に
つ
い
て
は
、
似
従
ど
お
り

吋
決
と
決
定
し
、
密
査
の
地
利
に
お
い
て

①
体
首
脳
枇
セ

ン
タ
ー
の
辿
訂
作
川
即
貨
に

つ
い
て
検
討
さ
れ
た
い
乙
と
。
①
他
雌
打

開
活
動
並
び
に
公
宵
対
策
に
つ
い
て
は
、

よ
り

一
一
肘
の
効
県
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
．公

明
一
す
る
。
①
老
人
制
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設

に
つ
い
て
は
、

そ
の
け
的
と
立
地
条
件
等

を
充
分
検
討
さ
れ
る
よ
う
袋
望
す
る
。
①

全
般
的
な
学
校
の
治
川
副
に
つ
い
て
は
、

制
緩
的
に
と
り
く
ま
れ
た
い
と
と
。

産
業
建
設
委
員
会

審
禿
治
問
刊
に
お
い
て
、
工
場
施
行
後
の

道
路
の
修
縞
と
復
旧
は
早
急
に
行
な
わ
れ

た
い
ζ

と
、
ま
た
都
山
計
画
街
路
事
業
に

つ
い
て
は
な
お
積
極
的
に
取
り
く
ん
で
ほ

し
い
。

ま
た
付
託
築
件
に
つ
い
で
は
、
似
楽
ど

お
り
吋
決
と
決
定
し
た
。
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質
問

水
田
利
用
再
編
対
策
の
町
単
独
奨

励
金
は
一
律
に
交
付
で
き
な
い
か
。

答
弁

燥
の
対
策
、
他
市
町
村
の
動
向
を

み
て
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き
た
い
。

一
般
質
問
の
中
か
ら

工
事
請
負
に
つ
い
て

質
問

問
和
五
十
三
年
度
予
算
で
、
老
人

偏
祉
セ

ン
タ
ー
、
消
防
庁
舎
の
大
型
請
負

が
あ
る
が
、
町
の
業
省
ま
た
は
叫
ん
川
合
業

体
で
施
行
さ
せ
る
巧
え
は
な
い
か
。

答
弁

町
で
出
来
な
い
も
の
は
別
と
し
て

建
築
工
事
な
ど
に
つ
い
て
は
鼠
大
限
、
町

で
消
化
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

~ 2 7 2号

登

記

所

の

統

合

に

つ

い

て

ひ

貿
関

白
山
地
方
法
務
局
朝
日
出
張
所
（

登
記
所
〉

の
統
出
合
に
つ
い
て
通
作
し
て

き
で
い
る
が
、

ζ
れ
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁

朝
日
出
仮
所
（
登
記
所
）
の
統
路

合
は
ま
ζ
と
に
同
る
こ
と
で
あ
り
、

一
万

的
な
通
告
に
従
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

さあ

延
長
保
育
に
つ
い
て

報広

延
長
保
育
の
実
施
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
弁

延
長
保
育
を
実
施
す
れ
ば
喜
ん
で

い
た
だ
げ
る
が
、
限
度
が
あ
り
更
に
実
情

等
を
調
査
の
う
え
検
討
し
た
い
。

質
問

水
田
利
用
再
編

対

策

に

つ

い

て

昭島112年 S月 8A 
第 3.t6使割bl!可

健

康

管

理

活

動

に

つ

い

て

質
問

健
成
竹
田
川
活
動
を
克
絡
す
る
に
際

し
、
住
民
へ
の
伴
家
を
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

答
弁

大
波
燥
し
い
問
題
で
あ
る
が
、

食
化
問
の
改
虫
、
住
員
号
訴
の
向
上
、

心
身
州
面
で
と
り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

る。
農

道

舗

装

計

画

に

つ

い

て

質
問

農
道
の
本
舗
装
実
施
計
画
に
つ
い

て
聞
き
た
い
。

答
弁

農
村
総
合
整
備
毛
デ
山
戸
一明
策
、

非

補
助
事
業
の
融
資
制
度
を
受
け
入
れ
、

生

活
関
連
的
道
路
な
ど
幹
線
的
な
も
の
を
逐

次
舗
装
し
た
い
。

水

田

の

乾
固
化
に
つ
い
て

質
問

水
田
利
用
再
編
に
際
し
、
乾
田
化

に
国
県
が
助
成
し
て
い
る
が
町
の
対
策
は

ど
う
か
。

答
弁

田
県
以
外
の
補
助
並
び
に
奨
・刷
金

等
に
つ
い
て
は
、
柔
軟
に
対
応
し
て
い
き

た
い
。公

共
事
業
用
地
の

確

保

に

つ

い

て

質
問

公
共
事
業
を
縫
進
す
る
た
め
の
用

地
の
健
保
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答
弁

用

地

に
つ
い
て
昨
慮
い
た
し
て
い

る
が
、
速
や
か
に
対
応
で
き
る
よ
う
、
閲

発
公
社
等
の
適
切
な
利
用
に
つ
い
て
も
汚

慮
し
て
い
き
た
い
。

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策

事

業

に

つ

い

て

質
問

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
の
計
画

を
ど
の
よ
う
に
与
え
て
い
る
か
。

答
弁

急
傾
斜
地
刷
版
対
策
堺
業
は
、

川

県
の
僑
助
を
受
け
て
克
施
し
た
い
と
巧
え

て
い
る
。

棚
山
開
発
に
つ
い
て

質
問

第
て
次
仲
休
業
問
造
改
帆
何
事
業
と
利

ま
っ
て
槻
山
開
発
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

答
弁

槻
山
開
発
は
、
次
期
山
村
娠
興
市中

撲
の
小
で
笑
劇
さ
せ
た
い
。
体
泊
を
生
か

し
地
減
の
期
待
に
こ
た
え
る
ζ

と
は
払
の

努
力
同
僚
と
し
て
い
る
。

蛭

谷

紙

の

保
存
育
成
に

つ
い
て

蛭
谷
紙
製
造
は
絶
滅
に
近
い
状
態

で
あ
る
が
育
成
に
つ
い
て
汚
え
て
い
な
い

A
H

。
答
弁

買
壇
な
も
の
で
あ
り
、
関
係
者
と

協
議
し
て
検
討
し
た
い
。

質
問

町
政
の
具
体
的

構

想

に

つ

い

て

質
問

町
政
の
具
体
的
情
想
を
健
出
で
き

な
い
か
。

答
弁

大
方
針
に
つ
い
て
の
与
え
万
を
い

ま
検
討
し
て
い
る
段
附
で
あ
り
、
ま
た
只

体
的
な
手
順
を
経
て
原
案
と
し
て
出
し
た

、、
。

’b
v
 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

寄

付

に

つ

い

て

質
問

老
人
制
祉
セ
ン
タ
ー
に
閲
し
、
か

な
り
多
額
の
格
付
と
聞
い
て
い
る
が
強
制

寄
付
に
な
ら
な
い
か
。

答
弁

必
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
得
付
に
つ

い
て
は
、
当
事
者
に
十
分
そ
の
旨
を
伝
え

て
あ
り
、
関
係
地
区
に
も
強
制
し
な
い
ζ

と
を
確
認
し
て
い
る
。

学
校
統
合
に
つ
い
て

質
問

小
学
校
の
統
合
に
つ
い
て
・1
綬
楽

が
示
さ
れ
た
が
、

中
学
校
よ
り
小
学
校
の

統
合
が
早
い
と
理
解
し
て
よ
い
か
。

答
弁

同
む
と
協
h
M
が
得
ら
れ
れ
ば
山
中
学

綬
の
万
か
ら
先
行
さ
せ
て
い
た
だ
念
、
そ

の
中
で
小
学
校
へ
及
ぼ
し
て
い
く
の
が
前

進
的
な
あ
り
方
と
考
え
て
い
る
。

国

民

年

金

（年
金
お
く
さ
ま
だ
よ
り
）

国
民
年
金
は、

農
業
や
商
業
な
ど
の
自

営
業
の
満
二
十
才
以
七
満
六
十
才
末
満
の

方
々
を
加
入
対
象
に
し
て
い
ま
す
が
（
強

制
加
入
〉
被
用
者
年
金
制
度
（
厚
小
年
金
・

共
済
年
金

・
船
口
保
険
等
）
に
加
入
し
て

い
る
万
の
配
仙
者

〈
つ
れ
あ
い
）
や
六
十

才
ま
で
に
ま
だ
問
の
あ
る
方
は
希
切
泊す
れ

ば
加
入
で
き
る
ζ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
く
に
配
偶
者
（
つ
れ
あ
い
）
の
立
場

は
、
あ
く
ま
で
も
被
保
険
者

（
被
保
険
者

で
あ
っ
た
万
を
代
む
。
）
を
中
心
に
考
え
て

い
る
た
め
一
応
は
そ
の
制
度
の
小
で
似
附

さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

ト
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

た
と
え
ば
、
昨
生
年
金
で
は
、
ど
主
人

の
話
齢
年
金
制
を
叫
引
算
す
る
と
き
奥
さ
ん

の
分
と
し
て
（
配
制
必
加
算
）
年
制
じ
．
力

二
千
円
を
プ
ラ
ス
し
ま
す
が
、
支
給
は
、

あ
く
ま
で
ど
主
人
に

対
し
て
行
わ
れ
ま

す。
乙
の
よ
う
に
と
主
人
の
年
金
に
頼
る
だ

け
で
は
、
不
安
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
長
い
人
生
に
は
不
幸
な
出
来
事
も
あ

り
奥
さ
ん
の
立
場
が
た
い
へ
ん
弱
い
ζ
と

も
あ
っ
て
、

ご
主
人
の
年
金
に
頼
る
ζ

と

が
で
き
な
い
場
合
が
起
ζ

る
ζ
と
も
あ
り

ま
す
。

奥
さ
ん
ど
自
身
が
国
民
年
金
に
加
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
が
也
後
は
も
と
よ
り
病
気

や
ケ
ガ
な
ど
の
不
測
の
事
故
に
よ
る
保
障

も
受
け
ら
れ
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
と
き
の

た
め
、
そ
し
て
必
後
の
た
め
に
あ
な
た
も

ぜ
ひ
国
民
年
金
に
加
入
し
、
よ
り
確
実
に

円
分
の
将
来
の
ん
し
活
設
討
を
立
て
ら
れ
た

ら
い
か
が
で
す
か
グ

朝
日
町
国
民
年
金
係
の
五
十
一一一
年
度
帯

業
の
重
点
と
し
て
奥
さ
ん
な
ど
（
任
意
加

入
資
絡
者
）
の
加
入
を
呼
び
か
け
し
て
い

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
わ
か
ら
な
い

ζ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
年
金
係
に
お
尋
ね

く
だ
さ
い
、
も
し
町
内
の
会
合
な
ど
の
と

き
に
説
明
を
聞
き
た
い
と
の
申
し
出
が
あ

れ
ば
説
明
に
う
か
が
い
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

な
お
詳
制
に
つ
い
て
は
役
渇
同
民
年
金

係
（
智
一一一

i
一一

O
O内
線
二
十
九
）

へ

お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(5) 

1
0
5
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一国道8号線平柳交差点一

横断地下歩道完成

さ報ーーーー一一ー あ広昭和32~ S月 SA 
．．第 3.16使唱曲E可 …・・

八
写
真
は
横
断
歩
道
入
口
V

国
道
八
号
線
と
県
道
朝
日

・
字
奈
月
綴

が
交
差
す
る
平
柳
地
内
で
、
建
設
省
が
工

事
を
進
め
て
い
た
横
断
地
下
歩
道
が
ζ

の

ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

乙
の
交
走
点
は
交
通
借
が
多
く
、
交
通

事
故
の
多
発
地
裕
で
あ
っ
た
た
め
、
地
同
明

住
民
の
強
い
要
望
も
あ
り
、
朝
日
町
初
の

地
下
歩
道
と
し
て
完
成
、
地
綾
住
民
や
利

用
者
か
ら
嘗
ば
れ
て
い
ま
す
。
工
事
費
は

約
三
千
万
円
で
長
さ
三
十
四
討
、
幅
三
M

で
中
央
械
は
自
転
車
が
引
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
す
。

第25回

連
主
円

定

期

朝
日
町
連
合
青
年
聞
は
、

三
月
二
十
六

日
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
第
二
十
五

固
定
期
大
会
を
開
催
し
、
五
十
二
年
度
の

活
動
の
総
括
と
、
新
年
度
の
役
員
選
出
及

び
活
動
方
針
、
事
業
計
闘
を
決
定
し
ま
し

た。

く写真は 償 断歩道内部＞

活

動

方

針

本
年
度
は
、

「
心
と
心
の
ふ
れ
あ
い
」

を
基
礎
と
し
て
、
た
だ
事
業
を
実
施
す
る

だ
け
で
な
く

H

ホ
ン
ネ
H

を
さ
ら
け
だ
す

乙
と
の
で
き
る

H

深
い
き
ず
な
H

を
育
て

る
山
中
か
ら
組
織
の
強
化
を
は
か
る
こ
と
と

し
次
の
五
つ
の
活
動
円
僚
を
設
定
し
行
動

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

一
、
実
践
学
習
の
巾
か
ら
組
織
強
化
を
は

か
ろ
う
れ
ゲ

て

み
つ
め
よ
う
朝
日
町
、
創
進
し
よ
う

宵
年
の
手
で
タ
・

一
、
若
者
の
和
を
み
つ
め
直
そ
う
か
一

一
、
原
点
に
帰
っ
た
情
宣
活
動
を
突
行
し

ー
遠

洋

漁

業

－

「
｜
出
漁
祈
願
祭
し

朝
日
町
出
漁
組
合
の
出
漁
航
海
安
全
大

漁
祈
願
祭
が
、
三
月
二
十
八
日
、
泊
脇
子

八
幡
宮
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

当
町
に
お
い
て
は
、
束
事
野
、
赤
川
地

区
に
述
洋
出
漁
者
が
多
く
、
今
は
航
海
を

終
え
て
年
に
一
度
の
楽
し
い
轡
祭
り
に
帰

郷
し
て
お
り
、
ま
っ
黙
に
円
焼
け
し
た
元

気
な
闘
で
次
の
出
漁
の
航
海
安
全
と
大
散

を
祈
願
し
ま
し
た
。

大
会
開
く

ょう
0・．

て

豊
か
な
女
性
と
な
る
た
め
の
学
刊
を

お
し
す
す
め
よ
う
ル
・

役

員

団

長

市

河

口

川

市

川

（

泊

〉

刷
団
長
高
木
友
一
（
五
箇
庄
）

副

団

長

佐

渡

戊

〈

五

箇
庄〉

副
団
長
堂
用
順
子
（
大
家
圧
）

事
務
局

長

白

井
勝
（
大
家
庄
）

事
務
局
次
長
中
山
秋
芳
（
南
保
〉

常
任
理
事
大
沢
清
彦
（
五
箇
庄
）

常
任
理
事
高
島
道
子
（
五
箇
圧
〉

常

任

盟

事

長

介

勝

絡

（

笹

川
）

常
任
期
事

白

山

敏

附

（

泊

）

常

任

理

事

芦

田

明

夫

（

泊

〉

常
任
理
事
大
知
勝
山
（
山
崎
〉

常
任
理
事
加
納
期
行
（
大
家
庄
）

常

任

理

事

殿

村

誠

司

〈南
保
）

監

事

永

口

明

弘

〈

山

崎

）

監

事

水

島

清

一

ニ
〈

境

）

1
0
6
 

山
林
火
災
に

ご

注

意

を

＝＝室主主主＝＝
＝＝＝一＝＝室三喜一一言一言＝豆＝＝＝＝＝＝宣言＝室
E

＝＝一言＝＝
F

ハ
イ
キ
ン
グ
や
山
菜
取
り
の
季
節
と
な

り
入
山
す
る
犠
会
も
多
く
な
る
ζ

と
と
思

い
ま
す
が
、
過
去
の
山
火
事
の
例
を
み
ま

す
と
入
山
者
の
ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
意
が

原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

次
の
事
情
引
を
守
っ
て
桃
野
火
災
の
予
防

に
努
め
ま
し
ょ
う。

A
V
た
き
火
の
跡
始
末
を
完
全
に
す
る
ζ

と。

〈V
た
ば
乙
の
吸
殻
は
必
ず
消
す
乙
と
。

。
マ
ッ
チ
、
ラ
イ
タ
ー
の
使
用
は
乾
録
時

に
は
努
め
て
さ
け
る
こ
と
。

〈V
紙
く
す
等
燃
え
や
す
い
と
み
類
は
所
定

の
州
場
所
に
姶
て
る
こ
と
。

A
V
火
入
れ
の
許
可
を
消
防
署
で
必
ず
受
け

る
乙
と
。

ま
た
田
園
等
で
火
を
使
用
す
る
場
合
は
事

前
に
消
防
磐
の
万
へ
届
出
な
げ
れ
ば
な
ら

な
い
ζ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
無
屈

で
行
わ
な
い
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。

な
お
夜
間
及
び
風
の
強
い
日
、
空
気
が

乾
鈍
し
て
い
る
と
き
の
火
の
使
胤
は
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

(6) 

こ
い
の
ぼ
り
三
ヵ
条

一
、
鯉
の
ぼ
り
は
電
線
か
ら
十
分
緩
れ
た

と
ζ

ろ
に
た
て
ま
し
ょ
う
。

て
金
属
製
ポ

l
wは
感
電
し
や
す
い
の

で
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

て
風
の
た
め
に
ポ
ー
ル
が
倒
れ
た
り
、

か
た
む
い
た
り
し
て
電
縦
に
ふ
れ
な
い

よ
う
し
っ
か
り
固
定
し
ま
し
ょ
う。

〈
祁
陸
電
力
側
相
営
業
所
〉
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日
衛
生
統
計

－
四

人
に

ひ...・H ・－－－－－第27 2 J} 

成
人
病
の
中
で
も
日
以
も
恐
れ
ら
れ
C
い

る
ガ
ン
に
よ
る
死
亡
率
は
、

全
同
的
い
に
、

わ
ず
か
づ
つ
な
が
ら
年
々
高
く
な
っ
て
お

り
、
死
悶
別
順
位
で
も
、
全
同
で
は
悶
和

二
十
八
年
以
来
、
日
山
県
は
附
和
二
十
七

年
以
来
刷
必
中
に
次
い
で
二
似
を
山
め
て

い
ま
す
。
制
田
町
で
も
、
昭
和
五
十
二
年

に
は
、

つ
い
に
脳
卒
中
に
次
い
で
二
位
に

な
り
ま
し
た
。

総
死
亡
者
数
一
四
五
名
中
．
二
五
名
、
つ

ま
り
四

・
二
人
弱
に

一
人
が
ガ
ン
で
死
亡

し
て
い
る
ζ

と
に
な
り
ま
す
。
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人
が
ガ
ン
で
死
亡
．

ガ
ン
死
亡
を
部
位
別
に
み
る
と
、
円
ガ

ン
が
肢
も
多
く
、
次
い
で
肺
ガ
ン
、
肝
臓

ガ
ン
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
み
て
、
日
山
県
点
部
は
特
に

円
ガ
ン
の
多
い
地
仰
と
い
う
統
計
が
出
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
円
ガ
ン
や
肺
ガ
ン
は

山
間
検
診
で
か
な
り
必
H
M
す
る
乙
と
が
で

き
ま
す
。

町
で
は
、
白
山
県
成
人
・
制
予
防
協
会
の

協
力
を
得
て
、
似
作
、
円
の
集
団
検
診
を

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
例
日
町
は
ガ
ン
死

亡
者
が
多
い
割
り
に
受
診
挙
は
県
内
で
も

低
位
で
す
。

「
ガ
ン
だ
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
。
」
と

恐
れ
る
前
に、

一
年
に
一
度
は
必
ず
検
診

を
受
け
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

一女
一1
一！

万

三
女
「十「U

I
一肝
臓
ガ
ン
町

川
一川
一汗
同
地
也

凶

凶

川

制
打
リ

附

川

一白
血
病
一庁

庁

d
噌
守
ガ
ン
川
パ
パ
川
一

一

旦

l
一
o

亡
一

切

5

6↑
li
li
－

－

－

－t
寸

｜
」

判
叫

川
一

女
一

o一
3

割引

一I
；

〆
一歩

」

一子
宮
ガ
ン

i
l
l
l

一
、
カ
ン
一叶

リ

パ
－

男
一
一

ン
一，t
J
J
d
o
一O

－li
li－
－

－

－

－

ガ

町

｜

恥

判

川

川

－%

が

ン

同

什

ハ

別

一
ガ
ン
死
亡
則
川
副

l
｜

｜

同

一

一

位
釘
｜

即
刻
叫
川
「
プ
／
凶

ιh

部
一
合
口
引
訂
い
1
1
5

．柄
引
明
J
川
川
・
イ
－

－

女

1

0

1
i
j

刷

骨

体

臓

ガ

ノ
一i
l－
－

＼
＼
年
次

附
削

一
五

1

一o

L住：：：でコ
循環器

検診を

実施します。

町
で
は
成
人
病
対
策
と
し
て
、
毎
年
、

結
級
住
民
検
診
の
午
後
の
部
の
会
場
で
、

希
略
者
を
対
象
に
循
環
総
検
診
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
受
診
率
は
わ
ず
か
・

一
o

r前
後
と
低
率
で
す
。

し
か
し
、
そ
の
数
少
な
い
受
診
者
の
中

で
も
、
何
ら
か
の
異
常
の
あ
る
人
が
、
毎

年
約
四

O
%も
お
り
、
乙
れ
の
の
こ
と
を

総
合
す
る
と
、
朝
日
町
に
は
向
分
で
は
気

の
つ
か
な
い
、
い
わ
ゆ
る
潜
在
成
人
病
患

者
が
た
く
さ
ん
い
る
と
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。そ

こ
で
、
町
で
は
、

ρ

治
療
よ
り
も
予

防
H

の
基
本
的
な
考
え
に
立
ち

な
が
ら

も、

H

ま
ず
成
人
病
忠
者
の
早
期
発
見
、

早
期
治
療
H

を
主
眼
に
、
昭
和
五
十
三
年

庶
か
ら
、
結
該
住
民
検
診
全
会
場
（
五
月

t
九
月〉

で
総
合
的
な
術
環
総
検
診
を
実

施
す
る
と
と
に
し
ま
し
た
。

。
対
象
者
は
、
鎗
緩
住
民
倹
惨
受
惨
者
の

う
ち
六
回
織
ま
で
の
方
全
員
で
す
。

六
五
歳
以
上
の
方
は
、
別
に
者
人
検
診

で
健
康
診
断
ぞ
行
い
ま
す
の
で
、
レ
ン

ト
ゲ
ン
鉛
彫
だ
け
を
受
け
て
く
だ
さ

iv 

A
V
惨
断
内
容

医
師
の
診
察

血
圧
測
定

尿
検
査
H
徴
性
、
ア
山
戸
カ
リ
性
、
肺結蛋

白
、
血
尿

血
液
検
査
H
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
肝
機

能、

貧
血

体
位
測
定
H
身
長
、
体
重

八
〉
生
活
状
況
調
査
・
問
診
冨
需
を
事
前
に
配

入
し
て
下
さ
い
。

み
な
さ
ん
の
健
市
眠
状
態
を
調
べ
る
た
め

の
大
事
な
資
斜
と
な
る
も
の
で
す
。

事
前
に
配
布
し
ま
す
の
で
、
世
田
き
づ
ら

い
こ
と
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
内

容
は
絶
対
に
泌
密
に
し
ま
す
の
で
、
も

れ
な
く
記
入
さ
れ
て
当
日
出
出
し
て
く

だ
さ
い
。

〈
〉
受
診
者
会
員
に

「
健
康
手
帳
」
を
交
付

し
ま
す
。

手
帳
に
は
検
診
の
結
果
と
指
摘
押
事
項
が

記
入
し
て
あ
り
ま
す
。
自
分
の
健
康
の

歴
史
が
わ
か
る
よ
う
に
十
年
間
使
用
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぎ
ち

ん
と
保
管
さ
れ
て
、
毎
年
の
検
診
時
に

は
必
ず
提
出
し
て
下
さ
い
。

〈V
き
め
ら
れ
た
会
織
で
し
か
受
診
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。

検
診
日
程
は
後
日
お
知
ら
せ
し
ま
す

が
、
乙
と
し
か
ら
、
結
篠
住
民
検
診
（

レ
ン
ト
ゲ
ン
船
影
〉
、
循
環
総
検
診
と

も
、
昨
年
ま
で
の
よ
う
に
、
き
め
ら
れ

た
会
場
で
受
け
る
と
と
が
で
き
な
か
っ

た
か
ら
と
い
っ
て
、
他
の
好
き
な
会
湯

で
受
け
る
ζ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

米
受
診
の
万
は
、
別
に
定
め
る
日
と
会

場
で
し
か
受
け
る
と
と
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ど
注
態
く
だ
さ
い
。

。
若
い
人
も
必
ず
受
鯵
し
ま
し
ょ
う
んM－

成
人
病
の
要
因
は
決
し
て
突
発
的
な

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
若
い
う
ち
か

ら
の
い
る
い
ろ
な
積
み
重
ね
が
成
人
病

に
結
び
つ
い
て
い
く
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

H

ま
だ
若
い
か

ら
H

と
か

μ
自
分
は
大
丈
夫
H

と
考
え

な
い
で
、
務
い
人
も
必
ず
年
に
一
度
の

検
診
を
受
け
て
、
健
康
の
点
検
を
行
な

っ
て
く
だ
さ
い
。

愛の献血

-2月輿纏分一

今日の献血が

明日のあなたを

保障する

協力者芳名

大
蔵
多
恵
子
〈
泊
）
、熊
坂
智
恵
（
平
柳
）

金
井
亮
子
ハ
赤
川
）
、
青
木
清

一
（
泊
）

山
口
邦
雄
ハ
下
山
新
）
、坂
東
由
紀
夫
〈
積

尾
）
、
島
端
秀
雄
（
徽
尾〉

、
小
塚
保

男
（
泊
）
水
島
容
雄

（
泊
）
大
平
万
寿
美

〈
宮
崎
〉
、
根
建
よ
し
子
（
横
尾
）
、
追

分
鐙
和
（
首
平
野
）

、
竹
田
桃
江
〈
月
山
〉

中
山
杏
代
子
（
姪
谷
〉

、
水
野
武
則
〈
月

山
）
、
川
合
純
次
〈
蜂
谷
〉
、
団
側

由
紀

〈沼
保
〉
、
瀬
戸
間
文
（
南
保
）
、
山
岸

線

（
道
下
〉

、
荒
尾
和
彦
（
大
屋
〉
、
下

立
弘
司
（
細
野
〉
、
佐
渡
裕
一
（
赤
川
〉
、

新
田
譲
（
大
家
庄
〉
、加
納
忠

一
（横
水）

網
回
貞
次
ハ
大
家
圧
）

、
高
島
附
彦
（
高

栂）

(7) 
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7k田利用再編対策事業

笛産媛興

農地墜備事業

If;!迫舗笈等艶術'l~~健
康村総合盤附rw~

林業情造改部・事業

造事本宅終業

林道開設$業
基幹集落セ ンナ ーの週：；：t
ini学漁業情造改li事業

漁港建設事業

広 報

544万円

656 
3.778 
9.313 
12.277 
3.228 
3.868 
60.798 

869 
48 

1.500 

あ

。商工禦の繁栄と観光開発のために

商工綴興と小鳥H英~Xi対策
7.066万円

422万円

中小企業事事白’Ii:定のかめの利子締給

鉄．仁楽団地造成"'fJ業の利子補給

！）、n事業資金あ っせん融資資金等
制託

上の山台地fYHl!PAlil!般‘J~業
県立自然公闘の？？制j

観光施設の設備

観光パンフレ γ1・の発行

。失集対策事集

74 
111 

3.550 

652 
991 
100 
50 

防災体制の権立

3.152万円

郷土の {k$会
のために 21 ,985万円

。消防基地と消火活動の近代化のために 20,484万円

消防タ ンク自動怠購入 1.100万円

！）、型ポンプl'J動tfI帥入 82 
移動車無線機購入 42 
消防庁合の雄投 13,009 

社会t-;，·；担J：の ft•J 1 .. 

保健衛生の充実

~」 ＇ 1~121il'I
,585万円

道路交通網の杉備
31,650万円

さ ひ 第 27 2号

。町土保全のために

河川の改修

がけ地等危険住宅移転事業

治山事業

農業用地政災m復旧事業

体遺災wru旧事業

砂一般行政費

惨広緩行政費

惨公 債費

惨予 備 費

合針。9閉会榔
1.国民健康保険特別会計

2 . r任川診療所特別会計

3.宮崎診療所特別会計

4 .境診療所特別会計

5.閉め水泊特別会計

6.南保外二地区用水特別会計

7. fJl~藤奨ず金特別会計

金銭省官

関和 53年 4 月 I0 A 
月刊〈毎月 I0日舞行｝

1.501万円

248万円

604 
213 
61 
374 

36.857万円

8,565万円

14.623万円

4.865万円

297.312万円

5億9,033万円
54, 174万円

I, 144万円

578万円

1,587万円

1.248万円

289万円

13万円

。泊病院司崎会計 11億9.926万円
予算規僚は、前年度対比2.9%の｛申びになります。

病院事業については、公的医療銭関としての強化を期するた

め、高度な医療験械を海入し、医療水機の向上をはかるととも

に、健全な、 企業経1：~に努めます。

小校教育の＇（）；｛1街
22,498万円 'z·万円治々~i~7~%＇I ／ぺご~入

4.6% 

社会教育の充実 I J島然、． 衛生'tt13 ,.585 
7,470万円

保健体育のjioj上
1,931万円

54' 117万円
il'lj℃業σ〉娠興と

観光開発

労働関係
Rei策の推進

町：l:の似~
1, 501万fl]

一・耳ll1f~χ（／） 'JC ｝.と I u 時，，v.,,vuoy ， て・パアv '11/J l t•/V I ""-""-I 2.4% 
36,8577il1J 

1..i.:t或iii!'.女の鰐i'1
8.565 lil'I 

公債n・ r- 1.柑 ·1~
19,428Jil'J 

(8) 
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1昭和時度公共施設の整備と 総 額 l

l予 第 ・豊かな町づくりを重点に 47億円 万円 ｜

'l'///N///l/ll/l///lllllllll//l//l///////l///lll//l/l///l/l/ll////////lllllllll//l///l//IN//////l///lllllll//ll////lllllllll//l/llllllll/l///llllllll////lllNl//lll//l/l//////l//l//l////////////l//////l//l//////l/l/lllllll/llll///l/l/llll////l//llll////l//lll//, 

昭和53年度 朝日町の予算は、 一般会計、特別会計、 企業会jf・を合わせて47{i!6.271万円となり、朝日町総合計l吋に基づい

て、四つの.!iii本施策~以m点にして、 予算を編成しました。
シ開~／／／，ゅ＂＇＂。wν＇／／／／／／／／／／，必／／／／／／／.んかνAゆゲ〆〆＇／11/11111／.〆d均的Wiii/／，ゆツW抑協，\fl／.ぬゲ，mめl/N/1ゅ.，，，，，。wν＇／／／／~ν＇／／／／／，ぬφ＇／／／／／／／／／／，同γ＇／／／／／／，／／.，λW////N//I／.〆〆〆必んのひv，ν'/1///1ゲAゆ，，，，のゲぬ＇／／／Ill，νm，ん＂＂。＇／／／／／，，ν＇／／／／／／／／111111γ＇／／，／／／.抗命令，.，.，，剖＇／／／IN初，＇／；＇／／／／／／／／／／／／／／，〆協の仰初

信~ tJ会粉

I>歳 入 <J

mu -・ R 

291意7.312万円

53,367万円
（全体の19.7%)

問J税については、 5211:1立収入実制を見込み、闘の経済動向、

税改正容をHl:JIし5｛な3.367万円を；｜上しました。

安備 mi 88.500万円
（全体の29.8%)

地)j交付税については、国税三説と財政協要の動向、｛ゆぴ等

を考慮して、 ~liJ年度~制額の1 3 . 7%の｛時1ぴ8偲8.500万円を計上
しました。

そのなかに公共事業等に光当のため例年：J!:績をふまえ符別交

付税Ht'!円を算入しました。

岡 0 gおきZ白金 69.763万円
（全体の23.4%)

分担金、負担金については、各符｛建設事業の応益負犯として

全体の6.5%に当る1{{!9.195万円。

保合．料については、適正を期するため国の徴収基準の決定に

より拝定しますが、 －Jil>tliJ年度対比10%の引上げを見込んで

8.800万円としました。

使用料及び寸数糾については、すえ置きとし、 li引 .522万円

としました。

I t4、県hfil.VJ企は、6(¥!9.763万円で全体の23.4%をしめていま

す。その主なものとしては次のとおりです。

。老人制祉センタ－lll殺すE業 2.880万円

。」主人日記自民1!l給付金 10.451 
。 保（11好辿1~ttt 12.213 
0 農業情造改昌明~ 2.716 
o JlH総合駁術事業 8.520 
ι初日業問造改丹市業 2.343 
c 椋泊•JJi能 3.326 
ω道路特別改良事業 4.500 
0 打開＇i.tt闘街路事業 6.000 
0 学校プ－JI.I雄投’Jl業 700 
。不動堂遺跡整備事業 3.719 

41.150万円
（全体の13.8%)mu {M 

ー
l
n
U
7J

町債については、公共施設の整備充実と国の施策、景気回復

策に合わせ、大聞に見込み、全体の13.8%に当る4億1.150万円

としました。その主なものとしては次のとおりです。

。 必・人稿祉センタ目lll~l}f業 9,370万円

。広狭鹿沼慾俄lJJ業 2.300 
。 農村総合盤~ii摩地 1.630 
0 漁港改修事業 1.140 
。泊路務術事業 9.890 
。高官市；n凶街rrtt・M路・ 2.400 
。消防庁合lll設事業 8.950 
。学校プーノレill説駒栄 1.200 
。不動堂泊跡盤備事業 920 

(9) 

じ＞ 歳出 <J
朝日町の未来に向かつて

醐糊峨倒 美 しい町づくりに

114,244方向

。町民繍祉制遣のために 68.812万円

。心身附；＇~-l'i~民派1~ 1.08J)jl』j
。l'J.f-民自民資 48 
。巨人いζいの家t没li't 400 
0 ~人民蹴質 13.636 
。怪人悩祉センターのえll設 14.755 
。ちびっこ広mの設fR 100 
。乳児等医療費 570 
。保育所休磁獲の設置 255 
。保合．所のm改築 1.387 
0健康の相違と~~魔術生の向上のために

保健センター川地盤備

稲環路検診、住民検診、 F防媛額

衛生~！｝!.1.!の駅除

地ド水源調査’n；健
間』7'i1'く泊』JJ業への助成

病院’J~~総へのIii資
ごみ処即府地の戦術i

υ道路の筆備のために

~ldj計図街路事業

泊旅特｝Jilt次良事業

lllf泊の改良と制民

ヨど通安全施設の約制ii
花開fltflJJ ll1泊iii!.没の促進

ω住宅管理対策

創造性に.む豊かな人

づくりに 31 ,899万円

。学絞敏脊の向上と環境建備のために 22,498万円

常動潟師の将入 487万円

学校施設の改修 607 
教材附品の椴備 1.050 
学佼雄投の調ft 17 
~·・校プールのlll設 2.521 

0社会敏宵の充実発展のために

社会教η団体の併部指得者研修

公民館活動

家庇教育今級などの開設

1'.t少年など地峡活動t!l
不動~i口跡燃側ii事業

。町民の体力づくりのために

町民体内．大会などのIJ剛健
学校体内施設のUHL政
ネl：会体育Dai般の辿位

側鎖敗例翻

8儲B邸側2個
o•林水.’Rの鍾興のために

＆！！~間足i改？Prr~終

13.585万円

400万円

1.446 
191 
450 
595 

2.406 
798 

31 ,650万円

9.152万円

6.751 
10.655 

385 
65 

197万円

7.470万円

46万円

452 
183 
100 

4.958 
1 .931万円

201万円

178 
1 .336 

活気あふれる盆かな町

づくりに 64.334万円

54.117万円

2.990万円
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転

作

に

つ

い

て

水
田
利
用
再
編
対
策
（
転
作
）
の
宍
胞

に
伴
な
い
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
応
策
が
講
じ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、

主
な
留
意
点
は
次
の

と
お
り
で
す
。

第 27 2 ~·・

※
種

特
定
作
物
（
大
臣
、
麦
、
削
料
作
物
、

そ
ば
）
の
積
子
は
農
協
で
手
配
弓
れ
て
お

り
、
ほ
ぽ
供
給
の
見
通
し
が
つ
い
て
い
ま

す。
特
定
作
物
の
節
子
は
、
政
協
を
通
じ
て

購
入
さ
れ
た
場
合
に
限
り
、
種
子
代
の
半

額
を
町
か
ら
助
成
い
た
し
ま
す
。

子

対

策
※ 

ひさ

※
ほ
場
の
条
件
整
備
※

あ

ほ
場
緋
水
の
良
一
合
は
、い私
作
作
物
の
収

量
を
左
右
す
る
重
要
な
要
闘
と
な
り
ま

す
。県

で
は
、
ほ
場
の
条
件
幣
怖
を
閃
る
た

め
、
農
地
高
度
化
事
業
を
突
施
し
、
叫
加
水

桝
の
地
設
や
崎
き
ょ
排
水
の
補
完
を
行
な

う
ζ

と
に
よ
り
、
良
地
の
乾
山
化
を
進
め

よ
う
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

本
事
業
の
事
業
主
体
は
、

土
地
改
民
区

生
産
組
合
、
数
人
共
同
で
行
な
う
者
等
と

な
っ
て
お
り
、
事
業
的
は
申
請

一
件
当
り

却
万
円
以
上
、
助
成
と
し
て
は
、
県
か
ら

刊
%
の
補
助
が
な
さ
れ
、
町
も
新
干
の
補

助
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
は
、
集
統
計
州
〈
策
問
〉
で

転
作
が
な
さ
れ
る
集
滋
に
つ
い
て
の
み

対
象
と
な
り
、
そ
の
相
次
官
約
内

の
ほ
刷
物
幣

備
回
で
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
て
い

ま
す
。
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教

水

野

前

美

泊
中
教
大
家
庄
小
養
教
向
島
信
子

富

山

教

事

山

崎
小

副

佐

々
木
良
作

本

江

小

教

泊

小

教

川

戸

る

美

子

商
布
施
小
頑
笹
川
小
副

尾
山

一

則

道

下

小

一凶

境

小

副

施

本

進

驚

施

中

長

小
川

中

長

漆

間

元

三

県

教

委

小

川

中

教

（

・

話

、

柳

町

小

）

竹

内

俊

一

伊
尚
子
弘
教
泊
中
教
小
堀
と
も
江

正
問 1］ム

退

職

五
箇
庄
小
長

南

保

小

頭

蛇
谷
分
校
教

宮

崎

小

数

宮

崎

小

教

崩永松 JI<沢

谷 Jj：原島以

栄 文英 徳 古

美子子寿治

A
H
M可l
 

（
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郷
土
の
伝
説

西

東

そ
れ
口
し
で
↑
七

一司一
白
汁

前
の
織
も
紛
し
〈
造
～り
れ↑何人

車
田
F

・〕、

pz
－PA
d－－ 

ょ
f
・・ふ
〆

川
L
ee
綾
川

漂
い
こ
と
で
あ
る
，

ハ
写
巣
は
現
狂

mm
m叩

憎
い

天
香
寺
の釣

鐘

C25) 

う

天
香
寺
1
柳
田

ud

三
宮

雲
呈

三」E

寄
付
・
寄
贈

八
泊
中
学
校
へ

V

マ
泊
中
学
校
後
援
会
（
会
長

・
寺
田
利
太

郎
氏
）
よ
り
、
輪
転
積

一
台
、
ア
ル
ト

サ
ッ
ク
ス
一
本
。

マ
泊
中
学
校
昭
和
五
十
二
年
度
卒
業
生
〈

代
表
・田
中
栄
一
君
〉
よ
り
天
幕

一
躍。

マ
氷
見
み
さ
氏
（
神
田
町
）

、
平
坂
か
ず

ゐ
氏
〈
平
柳
二
区
〉

よ
り
、
陳
列
ケ
ー

ス
一
袋
、
国
旗
大
二
校
、
中
二
枚
。

八
小
川
中
学
校
へ

V

マ
小
川
中
学
校
後
援
会
（
会
長

・
長
潟
清

平
氏
）
よ
り
、
給
食
配
膳
台
五
台
、
ア

イ
ト
レ
マ
シ
ン
二
台
、
回
転
精
子
七
脚
、

裁
断
器
一

台
、
ス
ピ
ー
カ
ー

一
台
、
教

職
員
用
図
書
二
巻
。

マ
小
川
中
学
校
同
窓
会
（
会
長

・
藤
田
絞

一
氏
）
よ
り
、
少
年
少
女
文
庫
金
四
十

八
巻
、
位
界
の
民
話
会
二
十
五
巻
、
本

棚

一
基。

マ
小
川
中
学
校
昭
和
五
十
二
年
度
事
業
生

（
代
表
・
鍛
治
正
弘
君
）
よ
り
校
歌
入

り
鋳
け
額

一
式。

朝
日
町
善
意
銀
行

社
会
福
祉
の
た
め
に
と
、
次
の
か
た
が

た
か
ら
普
意
の
預
託
が
あ
り
ま
し
た
。

マ
と
く
名
拾
得
物
訓
練
労
金

一
万
円

マ
沼
保
・
本
国
千
代
乃
さ
ん
よ
り
古
切
手

五
ハ

δ
枚

（
阻
和
五
十
三
年
三
月
十
五
日
現
在
）

お
す
こ
や
か
に

（赤
、
ゃ
ん
量
生
）

境宮

崎

宮

崎

東
草
野

西

町
中
道
下

平
柳
二

高

畠

谷越越下
山
新

内 安安岩清平赤梅 7j(扇鼠水
島違遼井＊坂川沢 星島谷 谷島

隆 康英長宗忠 信
雄 忠忠 正 m ~事 ー 威雄事実勇明

長 二 長長長長長長長長 二 長
女男男男男男男男女女女女

舎
か
ら
約
三
百
年
も
前
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
大
家
庄
柳
田
の
天
香
寺
に
一
つ

川
の
釣
鐘
ガ
あ
っ
疋
。

酬

そ
の
釣
鑓
は
蛇
の
化
白河
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
、
夜
巳
怠
る
と
蛇
の
遂
に
変
わ
り
、

酬
近
く
を
漏
れ
る

J
飯
合
L

の
川
に
入
っ
て
い
く
と
一一＝
口
わ
れ
て
い
疋
。

酬

そ
れ
か
ら
長
い
間
近
年
ま
で
、
こ
の
鑓
を
つ
く
と
「
工
｜
コ
ウ
l
、
工
l
コ
ウ

－
」
と
い
う
琶
C
聞
こ
え
川
を
恋
し

ガ

る

と

い

う

こ

と

で

あ

る

の

州

こ
の
蛇
の
化
身
と
伝
え
ら
れ
疋
釣
鎗
も
蛾
時
中
巳
供
出
巳
あ
い
昭
和
二
十
年

六

刷

用
、
終
戦
を
自
の
前
に
し
て
足
尾
銅
山
で
鋳
演
さ
れ
、
丘
ハ
穏
に
蛮
均
し
疋
と
聞
く
。

州

こ
の
釣
鐘
に
後
日
談
ガ
あ
る
。
昭
和
二
十
一
年
巳
、
新
し
く
釘
鎌
ガ
造
ら
れ
る

酬

こ
と
に
な
っ
だ
の
よ
う
や
く
鋳
造
さ
れ
入
替
か
ら
新
屋
を
経
て
同
等
ヘ
運
ぶ
途
中
、

酬

と

う

し

疋

こ

と

か

新

廃

絶

内

酬

で
ト
ラ
ツ
フ
ガ
小
さ
い
川
仁

落
ち
、
積
ん
℃
い
だ
釘
鑓
ガ

州

川

の

厩

ヘ

沈

ん

で

し

ま

っ

た

“

川

急務」
聞
い
て
か
け
つ
け
疋
門

川

従
た
ち
は
、
人
海
紙
術
て

・

引

川

上
げ
作
業
C
従
事
。
暗
く打
。

る
こ
ろ
ょ
う
や
／
＼
引
仁
げ
寺

ヘ
運
ん
れ
と
い
－

1

お
し
あ
わ
せ
に

（銭

O
宮

崎
東

草

野

O
辻

岩

崎

入

善

町

O
境

O
中

町

O
東
草
野

お
く
や
み

• 

杉

本

信

上

沢

ひ

と

み

孝

上 赤

回 川

房 幸

死

亡）

渡

辺

強
（
拍
〉

草
野
和
夫
（
叩
）

寺

岡

や

よ

〈

η〉 宏鹿忠 智 天子 長 一 直聖由晶亜千 夫

O
桜

町

O
高

畠

O
高

畠

O
石

谷

O
舟
川
新

大

島

清

次

（

η〉

大
森
孝
四
（
刊
）

長

谷

田
知
幸
〈
灯）

吉
田
い
と
（
剖
）

沢

田

な

（

η）

ω 

つ

1
1
1
1
11
E
・E・－－－
T企

．．
 
，YA
－－－－
t
a
－－．，
E
・E・Is
a－－
E
t

〈
表
題
シ
リ
ー
ズ
〉

美子紀

【
民
家
を
た
ず
ね
て
】
の

シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て

美 男行 和英人樹敬

四
月
号
か
ら
は
、

「
民
家
を
た
ず
ね

て
」
と
し
て
、
現
在
朝
日
町
に
銭
る
、
特

色
あ
る
民
家
や
町
並
を
紹
介
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。

簸
近
、
新
聞
そ
の
他
で
、
由
緒
あ
る
民

家
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
朝
日
町
に

お
い
て
も
近
年
、
務
政
時
代
、
あ
る
い
は

明
治
期
に
建
造
さ
れ
た
民
家
が
急
激
に
消

滅
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

古
い
民
家
に
は
、
遣
い
制
先
か
ら
の
歴

史
が
絡
め
ら
れ
、
今
日
な
お
息
づ
い
て
い

る
乙
と
を
考
え
る
と
き
・
：
：

既
に
遅
き
に
失
し
た
感
が
あ
り
ま
す

が
、
せ
め
て
残
存
す
る
特
色
の
あ
る
民
家

を
民
俗
文
化
財
的
観
点
か
ら
務
査
紹
介
し

古
き
も
の
に
新
し
い
自
を
向
け
て
い
た
だ

く
と
と
も
意
義
あ
る
こ
と
か
と
思
い
ま

す。
民
家
は
個
人
の
財
産
で
あ
り
、
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
な
点
も
多
く
あ
り
掲
酷
似
す
る
ζ
と

に
つ
い
て
何
か
と
不
都
合
・
も
あ
る
か
と
存

じ
ま
す
が
、
特
段
の
ど
協
力
を
い
た
だ
き

た
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
広
報
編
集
委
白
会
）



昭和s3牢 4 月 10同
月刊〈毎月 10日 舞 行〉ひさあ昭和32年 8月 8自’g 3 ..便物毘可． ’nr 2号

去、い社
m；界保健デ－

1eまつり
婦人週間

少年保護日

発明の日
郵政記念日

天阜J官t11：日

4月（卯月）

口一日ロ凶ロ
u
ロM
口u
n
u
ロu

F
f
i

、‘，
n
H
u

，，・内
M
u
n
H
v
n
u
d

－

－

e
《’
l

’f
’I
内正内
d

c；学資：］

募警
佳予：

高生

朝
日
町
で
は
加
藤
奨
学
資
金
の
奨
学
生

を
次
の
と
お
り
募
集
し
て
い
ま
す
。
希
張

者
は
教
育
委
員
会
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

。
奨
学
生
の
要
件

町
内
庭
住
者
の
子
郊
で
四
年
制
以
上

向
の
大
学
に
在
学
す
る
健
康
で
成
績
優
秀

な
学
生

。
奨
学
金

報－

'・・ 

広

相政

時毎月第 1j(暇日

午前10時～午後 311.J: 
A儀所朝日町摺祉セ ンター

相談白川上菊一・（宮3-0050)

相談ごとご案内

談

メーザー一一一一－~・

ム行

日

八
今
月
の
税
金
V

川
定
質
成
制
偶

（第一

期

分）峰
山
動
車
税
の
納
期
は

今
年
か
ら
五
月
に
な
り

ま
す
。

月
制
一
九
丁
川

（・必
怖
の
必
．
決
は
あ
り

ま
せ
ん
〉

。
申
込
先

朝
日
町
教
円
安
白
会

〈一T
m
l
町
朝

日
町
沼
保
八

一
O
の
五
）

。
由
甲
る
期
日

四
月

一
日
か
ら

μ
月
十
日
ま
で

。
申
込
手
続

奨
学
生
願
8
、
奨
学
生
准
せ
ん
割
自

（巾
込
』
は
教
門
会
川
会
に
あ
り
ま

い
す
）な

お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
朝
日
町
教
育

委
員
会
〈
智
一一一
｜
一

一
O
O内
線
四
十

九
）
へ
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ム人権法律相談

時 4月18日（火）
午後 1時～午後4附
朝日町福祉センター

人権擁議委員

上回懲二（雪2-0127)
花田桁芳（~2-2 1 64)
/J、沢幣（舎3-3000)

時毎週火曜日

午前10時～午後3時

所朝日町福祉セ ンター

（管3-0576)

ム心配ごと相談

日

場所

刺殺負

日

一
四

一

般

（日
月
）

…

一
軍

農

業

（叩
！
日
月
二

…
園

団

員

日

…
固

募

集

…

一叫
司
制
翻
iH
制
…

一
一部
カ
百
月

1
し
す
上
の
’日
月
一路
線

一

一
一業
一リ
一U
H
に
住
事
以
で
一同
5
面
的
ι

｛
一上
メ
一月
内
店
従
才
ま
一月

五
四M
A

’

一
一E
一ア
一川

蜘

b
u
m才
一
ι
一品
川

日

こ
う
ア｜
｜
副
則
規

制
1

寸
出
事
ト

…

…一
山中いい
一ト
川
百
一
。
満
明

一ト
別
時
的
働

一

一一
枚
ド
一2
礼
一に
住
以
も

一川
3
一町

一

一
一
ペ

ン
万

一
内
居
才
ま

一月

一旧

一

…
一ト
ポ
一
県
上
伊

JF
l一拶
ふ

…
一分
一間
可

一裕

M

一統

一

一
一

勧
一時

資

自

甲

南

明

一一
区

V
一マ

マ

｜

l
巳

川
｜

…

一

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
教
育
香

…

一
員
会
事
務
局
へ
お
問
い
あ
わ
せ
く
だ

…

一
さ
い
。

場

ム交通事故巡回相談

①日時 第 1.第3月服臼

午前10時～午後 3時

湯所黒部市役所

①日時第 1.第37.k躍n
午前10時～午後3時

場所県魚津総合庁舎内

魚津地方県民相談室
、、
‘・、、

ー
町

営

住

宅

」

「
｜
入
居
申
し
込
み
し

桜
町
地
内
の
町
営
住
宅
の
昭
和
五
十
三

年
度
の
入
居
順
位
を
決
定
す
る
た
め
、
入

居
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
四
月
二
十
日
附

t
五
月
二
日

ωま
で
、
投
腸
建
設
課
ま
で

申
し
込
ん
で
下
さ
い
。

な
お
、
入
居
順
位
は
、
公
開
抽
選
に
よ

り
決
定
し
、
昭
和
五
十
三
年
四
月

戸
日
よ

り
、
昭
和
五
十
四
年
一一一
月
三
十

一
日
ま
で

の
期
間
に
住
宅
が
、
空
・
家
と
な
っ
た
都
度

入
居
順
位
に
よ
り
、
遂
次
、
入
閣
を
許
可

し
ま
す
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
役
場
建
設
課

（曾
三
よ

λ
x
U内
線
一一一
十
八
〉
へ
お

問
い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。

後
危
険
物
取
扱
者
鉱
験
務

昭
和
五
十
一一一
年
危
険
物
取
観
者
拭
験
に

つ
い
て
は
次
の
要
領
で
実
施
さ
れ
ま
す
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

マ
鉱
験
の
実
籍
種
別

・
乙
厳
危
険
物
取
級
者

．
丙
種
危
険
物
取
級
者

マ
賦
験
の
輿
鎗
日

昭
和
五
十
三
年
六
月
中
旬
頃
予
定

マ
受
験
鳳
・
の
国
交
付

昭
和
五
十
三
年
五
月
中
旬
刷
予
定

詳
細
に
つ
い
て
は
朝
日
町
消
防
持

（舎
2
1
0
8九
）
へ
お
問
い
あ
わ
せ
下
さ
い
。

新
着
図
書
案
内

H
朝
日
町
立
中
央
図
書
館
H

戒
厳
令

〈岩
波
新
轡
〉
大
江
志
乃
夫

や
さ
し
い
ド
イ
ツ
語

小

結

節

峰
元
の
は

だ

か

交

友

似

釧

川

隆

元

円
本
写
真
年
置
市
日
本
写
真
新
聞
社

5
分
間
な
わ
と
び
健
康
法

樹

木

繁

男

オ
フ
ィ
ス

の

日

雌

日

山

間

智

疹

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
パ
ワ
ー
を
発
見
し
た

マ
ッ
ク
ス

・
ト
ス

日
本
陶
磁
全
集

権

摩

中

央

公
論
社

原
色
現
代
日
本
の
美
術
陶
望
小
学
館

開
も
れ
た
古
代

併

同

大

村

宗

弘

父

さ

ん

は

担

以

小

野

沢

尖

摘

虜

六

谷

敬

二
郎

南

無

の

世

界

花

岡

大

学

心
を
打
っ
た
田
内
た
ち
日
本
経
済
新
聞
社

信

濃

の

四

季

問

中

清

光

大
江
戸
二
百
六

十

年

川

崎

房

五

郎

二
十
歳
の
世
代
伝
え
た
い

P
H
P
研
究
所

名

門

十

小

削

制

作

凍
土
地

帯

勝

野

金

政

あ

る

再

姉

森

泰

一二

結

踊

関

係

符

沢

在
保

銀
の
川

、

赤

い

結

合

水

上

勉

灼

熱

の

水

平

線

問

中

光

二

ふ
お
ん
、
し
い
ぼ
る
と
の
む
す
め

上
下

吉

村

昭

新

聞

次

郎

池
波
正
太
郎

池
波
正
太
郎

中
里
恒
子

藤

原

審

繭

高

岡

尚

平

横

先

晃

三

田

誠

広

丹

羽

文

雄

早
乙
女
買

弁

上

光

附

風
の
遺
産

殺

気
お
せ
ん

時
雨
の
記

死
に
た
が
る
子

い
の
ち
の
絶
唱

炎
の
家

M
の
世
界

械
の
試
さ
れ
る
時

お
れ
が
天

一
坊

九
月
の
土
曜
日

03) 

1
0
9
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［＿みんなの保健
（決められた日時に受けられない方は1
最 寄 りの 会 場 で受 け て ください。 ／ 

－

J
ee
 

－－
 

｜対象者 ｜珊〉｜
診 ｜自 49年 11月生 1 8 w i午後
~ ； 盃 49年 1 2月 中 I 1 :3o-3:oo 

月生 I2 7 ＇村 i午後I I 1・：30～3:00

午後
2:30～3:00 

員 ， －－；－；－~－，福二：~~-

I 2 4 un I愉 柄がリ
110:00～11 :30' 大村下駄同白Ii

鴎 l 24on l~ - A コ ー プ 白Ii
I I 1 :00～2:30 JJ 

I l子炉
2 5附 110:06～11:30総 工会館。iJ

2 5 W I午後
1 :00～2:30 

月＞く 4

考－知Ii区地象来I場／.主主
J、薬剤II寺業主解

母子手帳持参区地介、‘
ニ2ニ

母子：r~ 持参r;z: 地
ノ、
ょt.

検 査 料
1.500円区地全

母子手帳持参区

区

区

区

地人
旦ニ与

i'l I 

正l

泊

tlti祉センター検児ふ

ねi祉ヒンタ53作カ月児検診

1月生 I2 7 （村 院病i1'.I 53 ff 

信illセンター全

人

婦ff王

－O
H
 

‘
凡
吋

j
 

るト
ム－」J

 

J
Y
 

ンゴ
ノツャ、食

活

級学親

~j堅実何

［ザ
健

生

区泊中町常光i守前

検査料
清一l

lf ~1J I 
9:06～11 :oo 福祉センター ！ 

午前
9:00～11 :00 縞紙七 シ：；.-

ω 
ぷ｜

800円

8001'] 
検査料

区

区目i

県部保総19r
泊支 J好

午後 ； 
1 :QQ～3:00’ 区地全談E-;--;I,2附

‘：割．~ I 胃の集 I・f1検ム
病

保

健

月＞く 5

n
H
 

a
b
mm
 

版健

母子手帳持参

：二れからの：：健康プてsり

健

康

増

進

区

身
体
の
老
化
現
象
は
、
附

十
歳
を
過
ぎ
る
と
、
様
々
な

症
状
と
な
っ
て
現
わ
れ
て
き

ま
す
。社

会
構
造
の
変
化
が
、
我

々
の
日
常
生
活
を
大
き
く
変

え、

疾
病
の
袋
悶
も

m一で

は
な
く
綬
維
な
も
の
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

今
川
は
、
女
性
の
老
化
現

象
と
呼
ば
れ
る

「
更
年
期
防

符
」
に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま

し
f
っ。

〈
似
凶
V

閉
経
後

（川
l
五
歳
前
後
）

ホ
戸
モ
ン
と
自
律
神
経
の
ア

ン
バ
ラ
ン
ス

が
山
凶
で
お
ζ
り
ま
す
ο

’
般
に
初
制
が

早
け
れ
ば
、
閉
経
が
遅
い
傾
向
に
あ
り
ま

す。ハ
徒
状
V

冷
え
、
の
ぼ
せ
、
ほ
て
り
、

息
切
れ
、
動
作
、
回
捕
、
め
ま
い
、
不
似

、
版
痛
、
周
ζ

り
、
手
足
の
し
び
れ
、
川

き
け
、
食
欲
不
様
、

使
縦
、
神
経
過
敏
、

疲
れ
や
す
い
、
憂
う
つ
、
忘
れ
っ
ぽ
い
等

各
々
の
性
格
に
よ

っ
て
抗
状
の
軽
重
に
例

人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
何
ご
と
に
も
の
ん

び
り
し
た
人
は
、
更
年
期
障
山
市
の
汗
し
み

を
さ
ほ
ど
感
じ
ま
せ
ん
。

地A. 
.:±:. 福祉セ ンター

八
四
十
歳
か
ら
の
健
康
法
V

「
八
つ
の
教
訓
い

，、込，，
f-

一
、
太
り
す
ぎ
な
い
ζ

と
、
食
事
は
、
胞

8
分
固
と
す
る
。

一一
、
文
明
の
利
関
に
頼

η
す
ぎ
る
こ
と
な

く
適
度
の
運
動
を
す
る
。

一ニ
、
ほ
ほ
え
み
ζ
そ
、
心
身
の
安
定
剤
、

早
寝
早
起
き
で
休
益
を
と
り
、
い
つ

も
明
る
く
す
ご
す
。

親

噌

1
噌

l
n
U

四
、
酒
、
煙
車
は
控
え
め
に。

五
、
心
配
事
、
イ
ラ
イ
ラ
、
ス
ト
レ
ス
は

血
圧
を
上
げ
る
も
と
。

六
、
泡
気
を
少
な
く
、
新
鮮
な
野
梨
、
同
席

物
、
海
車
類
、
組
物
州
、
乳
制
点
白川を

十
分
に
と
る
。

七
、
通
じ
を
幣
え
る
。
似
印
僚
は
ほ
こ
り
、

頭
痛
や
脳
出
胤
を
引
き
お
こ
し
ま

す。

八
、

一
年
に

一
一
凶
の
健
政
診
断
、
ガ
ン
検

診
、
、
血
圧
測
定
、
心
電
閥
、

眼
底

検
査
、

レ
ン
ト
ゲ
ン
樹
影
を
受
け
ま

B
U

ょ－
つ
。

(14) ( 5 ) 負傷者 1

八
健
康
の
自
己
診
断
V

ど
ん
な
病
気
で
も
、
早
期
発
見
、
判
午
朋

治
療
は
早
期
回
復
の
た
め
の

一
醤
小
〈
切
な

こ
と
で
す
。

家
出
で
の
健
般
管
制
祉
は
、
ち
ょ

っ
と
し

た
観
療
で
、
家
族
み
ん
な
で
単
則
発
見
が

で
き
ま
す
。

一
、
顔
色

・
い
か
が
で
す
か
。

一一
、
疲
労
感
・
疲
れ
が
残
り
ま
せ
ん
か
。

宍
、
食
欲

・
ど
は
ん
が
お
い
し
く
食
べ
ら

れ
ま
す
か
。

四
、
便
通

・
毎
日
似
通
が
あ
り
ま
す
か
。

五
、
睡
眠

・
よ
く
ね
む
れ
ま
す
か
の

六
、
表
情

・
元
気

な
時
と
出
較
し
て
ど

う
で
す
か
。

七
、
折
、
気
力
・
活
気
が
あ
り
ま
す
か
。

八
、
体
温

・
三
六

・
五
度
前
後
が
傑
慾
で

す。

九
、
体
重
の
婚
減

・
家
庭
に
．
の
へ
W
ス

メ
ー
タ
ー
を
備
え
ま
し
ょ
う
。

( 0 ) 者。苑（み；作累計 5)数 1件3月の町内交通事故

ω月
第

一
金
曜
日
は
健
康
相
談
日
で

す
。
気
軽
に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

時
間

午

後

一
時
か
ら
コ
一
時
ま
で

場
所
黒
部
保
健
所
泊
克
所

乳
児
か
ら
老
人
に
至
る
ま
で
の
健
康
管

理
に
対
す
る
相
談
を
う
け
ま
す
。

、 町・H


